
 

 

 

 

 

 

 

  ＭＴＥＸによるＰＥＴの解析 
 

 

 

 

 

 

 高分子材料の解析の場合、透過極点図と反射極点図は接続をしないでＯＤＦ解析すると 

 良い結果が得られます。 

 ＭＴＥＸではＬａｂｏＴｅｘの様な結晶方位の定量（VolumeFraction）は出来ないが 

 ＣｕｂｉｃからＴｒｉｃｌｉｎｉｃまで全ての材料のＯＤＦ解析は可能です 

 ＯＤＦ解析後の配向関数評価を示します。 
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    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 高分子材料では、ＰＥ，ＰＰ，ＰＥＴの解析が行われているが、Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃである 

 ＰＥＴは非常に難しい。フリーソフトウエアであるＭＴＥＸでどの様に解析できるか検証してみます。 

評価 

 測定データの評価 

 バックグランドの設定（高分子材料のバックグランド測定は非常に難しいので必ず修正する） 

 吸収補正、規格化を行う。 

 反射極点図の範囲を狭める（ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行わない為） 

測定データ 
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測定データ評価 

 修正バックグランドは、水色 

 

 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正なしの為、反射極点図は５０－＞９０とする。 

データの接続はＰＥで判明したように接続無しとする。 

 

 

 

 

 



バックグランド除去、吸収補正、疑似規格化処理後 

 

 

ＭＴＥＸ向けデータ作成 

 

反射範囲修正 

 

ＭＴＥＸファイル作成 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸに読み込み 

 

 



ＭＴＥＸによるＯＤＦ解析 

 

再計算極点図 

 

逆極点図（ＮＤとＲＤ） 

 

 

 



可能性の高い結晶方位 

plot(calcPoleFigure(odf,[Miller(4,4,1,CS)]),'contour') 

 plot(calcPoleFigure(odf,[Miller(-1,0,4,CS)]),'contour') 

  

 

｛１１０｝極点図をＥｘｐｏｒｔして、配向関数を計算 

 


